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研究成果の概要（和文）：研究1：単一フレイルより重複フレイルはうつ傾向が強く、MMSE得点は低かった。ま
た、筋力や歩行機能は低く、慢性疾患の既往は高かった。重複フレイルと関連する要因は、GDS やMMSE 得点、
膝伸展力、通常歩行速度、現在歯数、運動習慣、3つ以上の慢性疾病であった。
研究2：介入適格者88名をRCTにより、筋力強化群29名、認知機能向上群29名、筋力強化+認知機能向上群30名に
分けた。介入は週2回、1回60分、3ヶ月間であった。繰返しのある分散分析より3群間の交互作用を検討したとこ
ろ、握力(F値=5.589、P値=0.006)と通常歩行速度(F値=9.343、P値<0.001)で有意性が認められた。

研究成果の概要（英文）：The prevalence of multiple frailty was 15.4%. Subjects with multiple frailty
 had significantly reduced MMSE score, grip strength, and usual walking speed; and higher GDS score,
 history of chronic disease such as heart disease, diabetes, osteoporosis, anemia, knee pain, 
urinary incontinence, and falls. Higher GDS score, not exercise habit, and having chronic diseases 
were significantly associated with multiple frailty, whereas greater MMSE score, knee extension 
strength, number of teeth, and usual walking speed had protective effects. 
A total of 88 multiple frailty, elderly women over 65 years were randomly assigned to one of three 
groups: muscle strengthen exercise (M-Ex), cognitive stimulate exercise (C-Ex), and combined M-Ex 
and C-Ex group. The exercise group attended a 60-minute training program twice a week for three 
months. Significant group × time interactions were observed for grip strength (F-value= 5.589, P=0.
006) and usual walking speed (F-value=9.343, P<0.001).

研究分野： 運動処方
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2017 年度の日本人の平均寿命は男性81.09 歳、女性87.26 歳で過去最高を更新した。しかし、障害期間は依然
として男性8.84年、女性12.35年と長い。フレイル予防・治療策の構築は、障害期間の短縮や介護予防の観点か
ら極めて重要である。本研究で、多角的な分析結果、単一フレイルより重複フレイルが様々な健康指標の悪化が
解明された。要介護状態になる人を減らし、健康寿命を延ばすためには、重複フレイル予防・改善策の確立が急
務である。本研究の意義は、介護現場あるいはフレイル予防・改善指導に活用可能な重複フレイルの特徴や重複
フレイル改善に有効な介入プログラムの効果を科学的に検証したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１。研究開始当初の背景 

フレイルとは、一般的に「筋力の衰え、歩行速度の低下、活動量減少、疲労、体重減少」の

5つの判定項目の中で、3つ以上に該当する場合と定義されることが多い(Fried LP ら、2001)

が、厳密に言えばこの定義は身体的フレイルを表す概念である。フレイルは将来の死亡

(HR=1.71)、大腿骨頚部骨折(HR=1.57)、ADL 障害(OR=3.15)、入院(OR=1.95)の予知因子である

(Woods NF ら、2005)ことが縦断研究より解明されている。 また、国民生活基礎調査(厚生労働

省、2013)によれば、フレイルは介護が必要となる 3番目の要因（13.4％）であることから、 

フレイル早期予防は介護予防の観点から重要な政策課題である。最近、フレイルを身体的フレ

イル、社会的フレイル、精神的フレイル、オーラルフレイルに分けて検討しようとする潮流が

形成されつつある。その背景としては、フレイルを身体的側面に限定して解釈するアプローチ

では、限界が数多く存在するからである。申請者の研究グループでは、TUG や歩行速度の低下

は認知機能低下の予知因子であり Suzuki ら、2015: 業績 24)、咀嚼力や嚥下機能は骨格筋量や

筋力、歩行機能と強く関連することを解明し(Murakami ら、2015; 業績 22、23)、フレイル重複

化モデルを立てたのである。つまり、身体的フレイルは、社会的フレイル、オーラルフレイ

ル、精神的フレイルと密接に関わり、お互いに影響する可能性は高いと仮定した。申請者の未

発表資料によれば、身体的フレイルとオーラルフレイルの重複は 36.7％(109/297)と高いこと

を見出した。しかし、地域在住高齢者におけるフレイルの重複化を問題化せず、対策あるいは

解消を目的とした研究は殆ど行われていないのが現状である。地域在住重複フレイル高齢者に

対する身体機能や認知機能の改善、社会参加の促進、口腔機能の改善、biomarker の改善を目

指す多面的かつ包括的支援システムに関する研究は緊急課題ともいえる。よって、本研究でフ

レイル重複の予防・改善に効果的な多面的支援プログラムを開発し、その有効性を検証するこ

とが出来れば、この分野での先駆的な研究として位置づけられると考えられる。 

 

２。研究の目的 

都市部の大規模母集団より無作為で抽出した代表性の高い高齢者を対象に 3ヶ年間で解決し

ようとしている本研究の目的は、次の 4点である。  

1. 地域在住 65 歳以上の大規模後期高齢者集団における重複フレイルの有症状況を詳細に把

握し、重複フレイルの危険要因を早期の段階で発見できるスクリーニング手法を確立する。  

2. 重複フレイル早期予防・改善を目的とする運動、栄養、社会活動促進、認知機能・うつ

改善、口腔機能改善を含んだ多面的支援プログラムを開発し、その効果を総合的に検証する。  

3. 介入終了 6カ月後の追跡調査を行い、多面的支援プログラムの長期効果を究明する。  

4. 介護予防・自立期間延伸に活用できる多面的支援策を広範囲地域と医療機関に普及す

る。  

 
３。研究の方法 
平成 29・30 年の包括的健診に参加した 65 歳以上の都市部在住高齢女性 1,587 名が分析対象

者である。調査項目はアンケート調査（健康度自己評価、ADL、IADL、転倒、痛み、運動習慣、

食習慣、飲酒、喫煙、要介護認定状況、うつ等）、体格（身長、体重、下腿三頭筋周径囲）、身

体組成測定（筋量、脂肪量、体脂肪率）、体力測定（握力、膝伸展力、歩行速度）、認知機能（MMSE-

J）である。調査データに基づき、身体的・社会的・心理的・オーラルフレイル、MCI の 5 つの徴

候を検討し、2つ以上を有する場合を重複フレイルと操作的に定義し、該当者245名を選定した。 

 重複フレイル 245 名に除外基準と包含基準を適用し、介入適格者 88名を最終的に確定した。



88 名を RCT により、筋力強化運動群 29 名、認知機能向上群 29名、筋力強化+認知機能向上群 30

名に分けた。介入は週 2回、1回当たり 60 分、3ヶ月間であった。 

 
４。研究成果 

重複フレイル高齢者の特徴を分析するために、対象者を正常群（59.3%）、単一フレイル

(26.2%)、重複フレイル(14.5%)の3群に分け、その特徴と関連要因について分析した。その結

果、単一フレイルより重複フレイルはうつ傾向が強く、認知機能を推定するMMSE得点は低かっ

た。また、筋力や歩行機能の低下が観察されると共に慢性疾患の既往は高かった。重複フレイ

ルと関連する要因は、GDS (OR 1.449, 95% CI 1.341-1.566)、MMSE得点(OR 0.659, 95% CI 0.594–

0.730)、膝伸展力(OR 0.995, 95%CI 0.991-0.999)、通常歩行速度(OR 0.418, 95% CI 0.179–0.979)、

現在歯数(OR 0.951, 95%CI 0.929-0.974)、運動習慣(OR 2.044, 95% CI 1.307-3.196)、3つ以上の慢

性疾病(OR 2.050, 95% CI 1.336-3.145)であった。 

 重複フレイルの改善を目指す介入効果は、介入前後における繰り返しのある分散分析より 3群

間の交互作用を検討した。その結果、握力(F 値=5.589、P値=0.006)と通常歩行速度(F値=9.343、

P 値<0.001)で統計学的有意性が認められた。介入前後の変化について群内比較を行った結果、

筋力強化群では膝伸展力、通常歩行速度、クレアチニン、アルブミン、IGF-1、HbA1c の 6 項目

で有意な改善、認知機能向上群では膝伸展力と IGF-1 は改善が認められたが握力は有意な低下

であった。一方、筋力強化+認知機能向上群では膝伸展力、通常歩行速度、最大歩行速度、GDS 総

合点、クレアチニン、IGF-1 で有意な改善効果を検証した。以上の結果より、重複フレイル改善

には運動介入のみあるいは認知機能向上訓練のみでは不十分であり、筋力強化に認知機能向上

を目指す包括的運動介入がより効果的であることが強く示唆された。 
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